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五
條
橋
擬
宝
珠
と
名
古
屋
城
下
町

木
村　

慎
平

清
須
越
し

　

慶
長
十
五
年
（
一
六
一
〇
）
に
始
ま
る
名
古
屋
城
普
請
は
、
軍
事
施
設
と
し
て
の

名
古
屋
城
の
起
源
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
新
た
な
城
下
町
・
名
古
屋
の
誕
生
を
も
意

味
し
て
い
た
。
周
知
の
と
お
り
、
名
古
屋
築
城
以
前
に
お
け
る
尾
張
支
配
の
拠
点
は

清
須
で
あ
り
、
新
た
に
設
け
ら
れ
た
名
古
屋
城
下
に
は
徳
川
義
直
の
家
臣
と
な
る
武

士
た
ち
だ
け
で
な
く
、
有
力
な
商
人
や
寺
社
ま
で
も
が
清
須
か
ら
移
転
し
た
。
の
ち

に
「
清
須
越
し
」
と
称
さ
れ
る
こ
の
都
市
移
転
は
有
名
だ
が
、
そ
れ
を
具
体
的
に
物

語
る
「
物
証
」
は
ほ
と
ん
ど
残
さ

れ
て
い
な
い
。そ
う
し
た
な
か
で
、

名
古
屋
城
が
所
蔵
す
る
「
五
条
橋

擬
宝
珠
」
は
、
清
須
越
し
を
物
語

る
貴
重
な
遺
産
で
あ
る
（
図
１
）。

五
条
橋
擬
宝
珠

　

五
条
橋
と
は
、
名
古
屋
築
城
と
と
も
に
城
下
町
西
端
に
開
削
さ
れ
た
運
河
・
堀
川

に
か
か
る
橋
で
あ
り
、
こ
の
擬
宝
珠
は
五
条
橋
が
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
に
今

の
橋
に
架
け
換
え
ら
れ
る
ま
で
、
実
際
に
橋
の
欄
干
に
据
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら

の
擬
宝
珠
は
、
も
と
も
と
清
須
を
流
れ
る
五
条
川
に
か
か
る
「
五
条
橋
」
に
据
え
ら

れ
て
い
た
が
、
清
須
越
し
に
と
も
な
っ
て
堀
川
に
据
え
直
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

現
在
、
名
古
屋
城
に
は
五
条
橋
擬
宝
珠
が
計
六
基
伝
来
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
四

図 1　五条橋擬宝珠
名古屋城総合事務所蔵

基
の
胴
部
に
は
「
五
条
橋
」「
慶
長
七
年
壬

刁
」「
六
月
吉
日
」
の
銘
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

名
古
屋
城
普
請
が
始
ま
る
の
は
慶
長
十
五
年

で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
擬
宝
珠
は
そ
れ
よ

り
八
年
も
前
に
制
作
さ
れ
て
お
り
、
清
須
越

し
の
伝
承
を
裏
付
け
て
い
る

　

江
戸
時
代
後
期
に
尾
張
藩
士
の
高
力
種
信

が
著
し
た
『
尾
張
名
陽
図
会
』
に
は
、
堀
川

に
架
か
る
五
条
橋
の
挿
絵
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
（
図
２
）。
そ
れ
を
見
る
と
擬
宝
珠
は
欄

干
の
端
に
四
基
据
え
ら
れ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
江
戸
時
代
に
は
擬
宝
珠
は
四
基
の
み

で
あ
り
、
こ
れ
が
銘
の
あ
る
四
基
に
当
た
る

と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、銘
の
な
い
二
基
は
、

明
治
時
代
に
橋
を
架
け
換
え
た
際
に
新
た
に

据
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る（

１
）（
図
３
）。

五
条
橋
と
伝
馬
橋

　

江
戸
時
代
、
堀
川
に
は
俗
に
「
堀
川
七

橋
」
と
呼
ば
れ
る
七
本
の
橋
が
架
け
ら
れ
て

い
た
。
北
か
ら
順
に
五
条
橋
、
中
橋
、
伝
馬

橋
、
納
屋
橋
、
日
置
橋
、
古
渡
橋
、
新
橋
で
あ
る
。『
尾
張
名
陽
図
会
』『
尾
張
名
所

図
会
』
に
お
い
て
、こ
れ
ら
の
橋
に
擬
宝
珠
が
描
か
れ
て
い
る
か
否
か
を
調
べ
る
と
、

擬
宝
珠
が
確
認
で
き
る
の
は
五
条
橋
と
伝
馬
橋
の
み
で
あ
り
、
銘
や
由
緒
ま
で
記
さ

図２　江戸時代の五条橋 　『尾張名陽図会』より
　（愛知県郷土資料刊行会、1971 年）

図３　明治〜昭和初期の五条橋
欄干中央にも擬宝珠が見える
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れ
る
の
は
五
条
橋
の
み
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
二
つ
の
橋
が
七
橋
の
な
か
で
も

特
異
な
位
置
づ
け
を
与
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

実
際
の
交
通
路
と
し
て
み
る
と
、
美
濃
路
を
経
て
名
古
屋
城
下
に
入
る
者
が
堀
川

を
渡
ろ
う
と
す
る
と
き
、
最
初
の
橋
が
五
条
橋
で
あ
り
、
こ
こ
を
渡
っ
て
京
町
筋
を

東
に
進
む
と
町
人
地
の
中
心
・
本
町
一
丁
目
に
つ
な
が
る
。こ
こ
で
本
町
通
を
南（
右
）

に
曲
が
れ
ば
熱
田
へ
至
り
、
北
（
左
）
に
曲
が
れ
ば
名
古
屋
城
三
之
丸
の
正
面
、
本

町
御
門
の
前
に
出
る
。

　

一
方
、
伝
馬
橋
を
渡
っ
て
城
下
に
入
っ
た
場
合
、
熱
田
へ
と
つ
な
が
る
南
北
の
幹

線
で
あ
る
本
町
通
り
と
の
交
差
点
は
高
札
場
と
な
っ
て
お
り
「
札
ノ
辻
」
と
呼
ば
れ

て
い
た
。
こ
こ
に
は
伝
馬
会
所
と
飛
脚
会
所
も
設
け
ら
れ
、
地
理
的
に
も
機
能
的
に

も
城
下
往
還
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
こ
こ
を
東
に
進
む
と
、
城
下
を
東
に

抜
け
る
駿
河
街
道
へ
つ
な
が
っ
て
い
た
。

　

他
の
橋
に
つ
い
て
み
る
と
、
中
橋
は
五
条
橋
と
伝
馬
橋
の
中
間
に
架
け
ら
れ
た
橋

と
い
う
意
味
で
あ
り
、
二
つ
の
橋
あ
り
き
の
橋
で
あ
る
。
納
屋
橋
は
城
下
の
中
心
か

ら
は
や
や
南
に
は
ず
れ
て
お
り
、
日
置
橋
以
南
の
橋
は
日
置
村
、
古
渡
村
な
ど
城
下

周
辺
の
村
の
な
か
に
位
置
し
て
い
た
。
実
際
、
各
地
の
旅
行
記
を
調
べ
た
石
田
泰
弘

と
種
田
祐
司
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
名
古
屋
を
訪
れ
る
旅
人
の
多
く
は
五
条
橋
か
伝
馬

橋
を
渡
っ
て
城
下
に
入
っ
た
と
い
う（

２
）。

城
下
町
の
構
造
と
擬
宝
珠
の
あ
る
橋

　

こ
の
よ
う
に
、
五
条
橋
と
伝
馬
橋
は
堀
川
の
橋
の
な
か
で
も
、
美
濃
路
の
起
点
・

終
着
点
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
重
要
な
橋
で
あ
っ
た
。
も
と
も
と
清
須
城
下
に

あ
っ
た
五
条
橋
も
、
美
濃
路
の
な
か
に
位
置
し
て
い
た
点
に
注
意
し
た
い
。

　

ま
た
、「
五
条
橋
」
と
い
う
名
の
由
来
は
「
五
条
橋
」
＝
「
御
城
橋
」、
す
な
わ
ち

清
須
城
門
の
橋
で
あ
る
（『
尾
張
名
所
図
会
』）
と
い
う
説
や
、
元
の
清
須
城
主
斯
波

氏
が
京
都
の
五
条
通
り
に
居
を
構
え
た
こ
と
に
由
来
す
る
（『
尾
張
名
陽
図
会
』）
と

い
っ
た
説
が
江
戸
時
代
か
ら
あ
る
。
い
ず
れ
も
確
か
な
根
拠
は
な
い
が
、
五
条
橋
を

清
須
城
下
の
象
徴
、
分
け
て
も
城
の
入
口
と
み
な
す
意
識
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
城

下
町
へ
の
入
り
口
と
な
る
橋
は
城
へ
の
最
初
の
関
門
で
も
あ
る
と
考
え
れ
ば
、
清
須

越
し
に
際
し
て
わ
ざ
わ
ざ
擬
宝
珠
を
移
転
し
た
意
図
も
透
け
て
見
え
る
。

　

付
け
加
え
る
と
、
江
戸
城
下
町
で
擬
宝
珠
が
据
え
ら
れ
た
橋
は
（
江
戸
城
内
堀
の

橋
を
除
け
ば
）、
五
街
道
の
起
点
・
終
着
点
で
あ
る
日
本
橋
と
、
東
海
道
に
か
か
る

京
橋
・
新
橋
の
み
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
も
示
唆
的
で
あ
る（

３
）。

こ
う
し
て
み
る
と
、

美
濃
路
の
起
点
・
終
着
点
で
あ
り
、
城
下
（

≒

御
城
）
の
入
口
た
る
五
条
橋
と
、
城

下
往
還
の
中
心
で
あ
る
伝
馬
橋
に
擬
宝
珠
が
据
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
城
下
町
名
古
屋

の
構
造
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

あ
く
ま
で
試
論
的
な
問
題
提
起
に
と
ど
ま
る
が
、
他
の
城
下
町
も
含
め
て
、
擬
宝

珠
の
あ
る
橋
と
城
下
町
の
構
造
の
関
係
を
、改
め
て
見
直
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
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